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58,155

（今回の助成に対する感想、今後の助成に望むこと等お書き下さい。助成事業の参考にさせていただきま
す。）

助成のおかげで日本グループの成果をアピールすることができました。大変助かりました。ありがとうございま
す。

タイトルは「成果の概要／報告者名」として、A４版１枚程度で作成し、添付して下さ
い。 「成果の概要」以外に添付する資料　☑︎ 無  　 □ 有(                   )
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スパースワイヤーグリッド較正装置を用いたアンテナ角較正の現状

マンチェスター大学、イギリス
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サイモンズ天文台対面会議 2025
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成果の概要／中田嘉信 

 

図 1 対面会議に集った参加者一同。欧米を中心に世界各国から延べ 174 名が現地に集い、 

115 名がオンラインで参加した。最前列中央でガッツポーズをしているのが筆者。 

【研究集会の概要】 

 サイモンズ天文台(Simons Observatory, 以下 SO と略す)対面会議は年に１度開催される

SO 関係者による討論会である。SO 実験は南米チリのアタカマ砂漠に 3 台の小口径望遠鏡

と 1 台の大口径望遠鏡を構える国際共同実験である。現在は小口径望遠鏡２台と大口径望

遠鏡が稼働している。SO は宇宙マイクロ波背景放射 CMB を史上最高精度で観測すること

で、銀河や星の構造形成の種だと理論的に予測されている原始重力波の発見を目標にかか

げている。本会議は検出器を含む望遠鏡の装置開発を主導してきた日米英の研究者をはじ

め、ドローンを用いた較正手法や解析パイプラインを手がけるイタリア、フランスの研究者

らを加えて総勢 289 名（うち 115 名がオンライン）が参加する国際会議となった（図１）。 

会議中は午前 9 時から午後６時までパラレルセッションがならび、観測のパフォーマンス

や検出器較正の現状、SO の初結果に向け残された課題を議論した。 

【発表内容の概要】 

 筆者は金属ワイヤーを用いたスパースワイヤーグリッド較正装置の開発、運用、解析を主

導している。現状の CMB 観測の目標は空の角方向における電波の偏光方向を 0.1°以内の

精度で正しく知ること（角度較正）である。スパースワイヤーグリッド較正装置は金属ワイ

ヤーが環境放射を反射することでワイヤー方向に沿った直線偏光を作り出す装置で、検出

器のアンテナの感度方向を見極める人工光源として使える。本装置の強みは、指導教員の田

島治氏らによる初期の較正コンセプトを拡張し、遠隔操作機構を備えて検出器の状態を

時々刻々追える点にある。本会議において筆者は角度較正のステータスと現在計画にある

頻度が SO のサイエンス目標にとって十分であるのかを現状のデータに基づいて議論した。 

今回の会議においては特に装置の時刻同期が較正精度を律速していること、および時刻同

期のズレを確かめるために変調器の回転速度を変える較正案について１日おきなど短期集

中的に較正を行う必要性を装置開発チームで確認し合うことができた。 


